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火の魂ファミリーの皆いつも本当にありがとう。 

４月からの緊急事態宣言も５月末までの延長が決まりました。 

火の魂カンパニーで働く皆さんも不自由な生活をしている人もいると思いますが、働く人と共

に協力しあい、出来る限り営業をしつづけ働ける環境を守りたいと考えています。 

栃木県は感染者も他県から比べると少ないので、自粛も徐々に緩和させると政府の方針が発表

されましたので、弊社も政府の動きに合わせて対応していきたいと思います。 

改めて４月も無事に営業ができたこと、本当にありがとうございました。 

※それと社長からの手紙を同封された、封筒に布マスクを１枚と今まで協力してマスクを節約

してくださった皆さんと、その皆さんの家族や大切な人に２０枚マスクを支給いたしますの

でプライベートで自由に使って下さい。  普段から業務中に使えるマスクは別で支給します。 

 

さて、今月の社長からの手紙は「１０年に１度来る変化の年」という事を綴ってみたいと思う。 

私は７年前の２０１３年頃から２０２０年以降の大不況を予想し経営計画を進めてきました。 

私の近くで働く人は特に２０２０年以降に大不況が訪れるという話は、何度も何度も聞かされ

ていて今この状況でもあまり実感が無いように思ってしまうが、更に２０２１年（来年の１月

以降）では、それが働く人でも身を持って感じることが出来る程の大不況が必ずきます。 

とは言え、それは私も同じで企業にとっても苦しい時代が今回のコロナで加速的に始まったと

言えるし、これからの不況でも生き残れる企業、そして生き残れる人を教育していきます。 

そんな事を踏まえ２０２０年から２０３０年は数百年に一度と言われる程の変化の１０年で

あると考えていましたが、この１０年で変わる変化がコロナの影響で２０２０年から２０２１

年の一年で一気に人々の生活や働き方が見直されるでしょう。 

必要なことは必要とされ、必要でないことは必要とされず、必要な業種は必要とされ、必要と

されない業種は必要とされない、そしてそれは経営者も働く人も同じで、必要とされる人は更

に必要とされ、時代の変化と共に必要とされない人は厳しい時代が今始まります。 

そんな社会の変化の中で、必要とされる人とそうでない人の違いは、たった一つの違いです。 

それは、変化できる企業、そして変化できる人が必ず必要とされ、今まで以上に活躍出来ます。

これからの時代は AIやロボット、今回のコロナもそうですが時代は急激に変化を求められま

す。 時代が変化するならば、そこに必要とされる人や活躍できる人は変化を恐れない人であ

り、火の魂カンパニーの言葉で言えば、変化を恐れず進化を諦めないで成長する人は、どの時

代、どの企業、どの職場でも必ず必要とされ希少価値の高い人になれます。 

私はこの１０年に一度のチャンスで、火の魂カンパニーを変化させ、働く人に変化する環境を

与え、新しい時代に向け変化から進化できる成長のチャンスを掴みたいと思います。 

進化論の提唱者：ダーウィン『最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き延びるの

でもない。唯一生き残ることが出来るのは、変化できる者である。』 
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